
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月の学童児童数 

 
在籍者

数 
休所者数 利用者数 

そのうち新規 
入所者数 

1 年生 16 0 16 0 

2 年生 １2 0 １2 0 

3 年生 2 0 2 ０ 

計 30 0 30 0 

  
     学校訪問をしています 
 
 佐賀市内の幼児教育施設は今週から小学
校訪問が始まりました。新一年生の授業風景
を参観することができる数少ない機会なの
で、できる限り参加をしています。 
 本日訪問した学校は、２校共に１クラス 
３２～３３人編成でしたが、４５分の授業中
席を離れることもなく受けていました。 
よく見ていると、担任の先生方の言葉かけが 
幼保の保育者の言葉かけに近く、児童たちに
も分かりやすいようでした。以前は、言葉か
けが強く、強引に授業を進めておられる場面
もありましたが、最近では児童の発語を否定
せず、やんわりと正しく導かれています。 
 「子ども基本法」が成立して以来、保育・
教育の現場では、「子どもが意見を表明でき
ること、その子どもの意見が尊重されるこ
と」が求められています。今まで以上に、 
子ども達との対話や傾聴が求められている
のです。「みんなはどう思う？」「どうしたら
いいかな？」等々、応答的な会話を繰り返し
ながら、自分の考えが整理できるようになっ
ていってほしいと願っています。 
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5 月の目標 「体調を整えよう」 
段々と暑くなります。水分補給、適度な休

憩など、特に意識して声掛けしていきます！ 

【蚊が増えてきました      】 
中庭や室内にも、蚊が出現！夏場に出るイメ

ージですが早くも現れています。 
虫よけスプレーや虫よけリング等、対策物の持

参をよろしくお願い致します。持参後は事務室に
て保管し、使用時も職員が共に行います。自分で
やりたい子にはお願いをしますが、必ず傍で職
員が注意深く見守りながらの使用を行っていき
ます。 

【★自分らしさの発揮★】 
 新しい環境や友達、いろいろな戸惑いや不安の中で過ごしてき
た４月。徐々に慣れてくると主体的に行動したり、やりたい遊び
に夢中になったりしながら児童クラブでの生活を楽しむように
なってきています！ 

笑顔が 

とっても 

かわいい★ 

これからもよろしくね♪ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寄稿：西九州大学・西九州大学短期大学部の窓から 

 「テレビ、ビデオ、ケータイ、スマホ、タブレットトとの上手な付き合い方」 

 

子ども学科 うえのけいぞう 

 

 メディアとの付き合い方で困り感をもっていらっしゃる保護者さんは多いことでしょう。今は、ス

マホやタブレットとの付き合い方にフォーカスが当たりますが、以前はテレビやビデオでした。わず

か 25 年ぐらい前のことです。逆に言うと、スマホやタブレットの歴史はとても浅いということです。 

 以前、テレビやビデオとの付き合い方で困っているというお母さんがいらっしゃいしました。共働

きで、夕方帰ってくると子どもたちが待ってましたとばかり抱き着いてくる。お母さんも優しく抱き

かかえてあげる。「じゃあ、ちょっと待ってて、お母さん、晩御飯つくるから」と言って、子どもたち

にテレビをみせる。子どもたちは、テレビにくぎ付け。すると晩御飯の準備はさくさく進みます。 

いざ、晩御飯になったとき、子どもたちはテレビに夢中。「あとちょっと」といってなかなか晩御飯

を食べません。お母さんは、少しずつ大声になって「ごはんを食べなさい」と叱ります。続けて、「早

くお風呂に入りなさい、早く明日の準備をしなさい、早く寝なさい」と叱り続け。最初は優しい母親

だったのに、最後は鬼の形相の母親になってしまって困っているという相談でした。 

 こんなことはどこでもあることです。メディアの制限については、小児科医学会が、30 分以内と提

言したことがあります。テレビは子どもの脳に刺激が強すぎるのです。映像、音声ともに、保護者の

世代が見ていた画面とは大きく性能が良くなっています。大人は大丈夫でも、長時間の視聴は子ども

の脳には破壊的なダメージを与えかねないのです。 

 テレビやビデオは、時間に制限をかければいいのですが、スマホやタブレットはどうしたらいいで

しょうか。福岡に「子どもとメディア」という NPO があります。そこの先生に質問してみました。

「子どもに悪影響があるのはわかるのだけれど、親も使わないわけにもいかない。どうしたらいいで

しょうか」と。 

 すると次の 3 点を心がけて下さいと言われました。 

 

① 子どもの手の届く範囲におかない。 

② 子どもの前では使わない。子どもたちが寝た後、またはいないときに使う。 

③ 子どもの前で使うときには、楽しそうにしない。親が楽しそうにしていると、当然、子どもは関

心をもつ。 

 

 なるほどです。親も使わないわけにはいかないときがあります。だから困ります。ですが、以上の 3

点であれば、ちょっとした心がけでできるのではないでしょうか。みなさんもぜひ試してみて下さい。 

 

 


